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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第40期

第３四半期連結
累計期間

第41期
第３四半期連結
累計期間

第40期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年12月31日

自平成23年４月１日
至平成23年12月31日

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日

売上高 (千円) 12,451,28112,851,83017,174,758

経常利益 (千円) 1,456,156 2,166,114 2,236,706

四半期(当期)純利益 (千円) 807,699 1,244,894 1,220,042

四半期包括利益又は
包括利益

(千円) 806,220 1,245,118 1,218,204

純資産額 (千円) 12,673,21210,713,25710,083,602

総資産額 (千円) 20,011,09718,987,70717,791,071

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 44.62 85.00 70.58

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 63.3 56.4 56.7

　

回次
第40期

第３四半期連結
会計期間

第41期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成22年10月１日
至平成22年12月31日

自平成23年10月１日
至平成23年12月31日

１株当たり四半期
純利益金額

(円) 18.38 21.82

(注) １  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４  第40期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (１)業績の状況

当第３四半期連結累計期間において、当社グループでは全社的にコストの見直しを図るとともに、顧客

とより深い信頼関係を築くためのフォロー体制を強化する取り組みを推進してまいりました。

　当社グループにおけるセグメントの業績を示すと次のとおりであります。

 

〔和装関連事業〕

　「振袖」販売については、来店者数が増加し、また平均単価も前年同期比微増となりました。また、既存

顧客を対象とした「一般呉服」等の受注高についても、前年同期比微増となりました。

　以上により、和装関連事業の受注高は、前年同期比2.0％増の12,455百万円となり、第３四半期連結累計

期間における受注高としては過去最高額となりました。また売上高（出荷高）については、前期末時点に

おける受注残高が増加していたこともあり、3.0％増の12,424百万円となりました。

　利益面においては、売上総利益は前年同期比4.1％増の8,000百万円となりました。営業利益については、

全般的なコストの効率化を行ったなか、売上高が増加したため、54.9％増の1,804百万円となりました。

〔金融サービス事業〕

　金融サービス事業については、和装関連事業の受注高の増加に伴って、取扱高が着実に増加しており、売

上高は前年同期比16.3％増の427百万円、営業利益は14.8％増の328百万円となりました。

 

　この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は前年同期に比べ3.2％増の12,851百万円、

営業利益は48.5％増の2,125百万円、経常利益は48.8％増の2,166百万円、四半期純利益は54.1％増の

1,244百万円となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、18,987百万円（前年同四半期比1,023百万円減）とな

りました。

　当第３四半期連結会計期間における資産、負債及び純資産の状況とそれらの増減要因は以下のとおりで

あります。

（資産）

　流動資産は、前第３四半期連結会計期間末に比べて13.9％減少し、13,140百万円となりました。これは、

現金及び預金が1,526百万円、有価証券が1,350百万円それぞれ減少し、割賦売掛金が729百万円増加した

ことなどによります。

　固定資産は、前第３四半期連結会計期間末に比べて23.3％増加し、5,847百万円となりました。これは、投

資有価証券が1,270百万円増加したことなどによります。

　この結果、総資産は、前第３四半期連結会計期間末に比べて5.1％減少し、18,987百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前第３四半期連結会計期間末に比べて13.0％増加し、8,118百万円となりました。これは、未

払法人税等が407百万円、前受金が208百万円それぞれ増加したことなどによります。

　固定負債は、前第３四半期連結会計期間末に比べて1.0％増加し、155百万円となりました。

　この結果、負債合計は、前第３四半期連結会計期間末に比べて12.8％増加し、8,274百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前第３四半期連結会計期間末に比べて15.5％減少し、10,713百万円となりました。これ

は、利益剰余金が176百万円、自己株式が2,135百万円それぞれ増加したことなどによります。

　

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(４)研究開発活動

該当事項はありません。

　

(５)従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(６)受注、販売及び仕入の状況

当第３四半期連結累計期間において、受注、販売及び仕入の状況の著しい変動はありません。
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(７)主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 72,612,000

計 72,612,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年２月３日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,498,200同左
東京証券取引所
（市場第１部）

単元株式数は
100株であります。

計 17,498,200同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年11月10日 △1,000,00017,498,200 ― 1,215,949 ― 1,547,963

（注）　自己株式の消却による減少であります。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 3,852,500

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式14,633,400146,334 ―

単元未満株式 普通株式    12,300― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 18,498,200― ―

総株主の議決権 ― 146,334 ―

(注)　単元未満株式欄の普通株式には、当社保有の自己株式93株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
京都きもの友禅株式会社

東京都中央区日本橋
大伝馬町14番１号

3,852,500― 3,852,50020.8

計 ― 3,852,500― 3,852,50020.8

(注)　平成23年11月10日に自己株式1,000,000株を消却したこと等により、当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数

は、2,852,793株であります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１

日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。

　

EDINET提出書類

京都きもの友禅株式会社(E03320)

四半期報告書

 9/20



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,404,518 3,260,537

売掛金 35,480 20,848

割賦売掛金 5,400,856 5,749,258

有価証券 2,766,041 1,566,294

商品及び製品 1,899,980 1,968,510

原材料及び貯蔵品 40,858 41,743

その他 436,585 533,177

流動資産合計 12,984,321 13,140,371

固定資産

有形固定資産

土地 2,391,420 2,390,767

その他（純額） 764,985 701,187

有形固定資産合計 3,156,405 3,091,954

無形固定資産 25,493 20,667

投資その他の資産

投資有価証券 753,219 1,882,675

敷金及び保証金 781,149 775,167

その他 92,481 76,871

貸倒引当金 △2,000 －

投資その他の資産合計 1,624,850 2,734,713

固定資産合計 4,806,749 5,847,336

資産合計 17,791,071 18,987,707
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 385,816 574,800

短期借入金 300,000 －

未払法人税等 424,371 475,919

前受金 1,125,141 1,235,198

預り金 3,330,344 3,477,993

賞与引当金 255,000 127,000

役員賞与引当金 6,200 －

販売促進引当金 134,980 311,100

割賦未実現利益 815,721 1,001,184

資産除去債務 68,491 69,111

その他 706,676 846,449

流動負債合計 7,552,743 8,118,757

固定負債

長期未払金 6,540 6,540

資産除去債務 148,021 148,628

繰延税金負債 164 524

固定負債合計 154,726 155,693

負債合計 7,707,469 8,274,450

純資産の部

株主資本

資本金 1,215,949 1,215,949

資本剰余金 1,708,259 1,708,256

利益剰余金 10,498,765 10,262,541

自己株式 △3,340,015 △2,474,357

株主資本合計 10,082,958 10,712,388

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 643 868

その他の包括利益累計額合計 643 868

純資産合計 10,083,602 10,713,257

負債純資産合計 17,791,071 18,987,707
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 12,451,281 12,851,830

売上原価 4,479,223 4,548,401

売上総利益 7,972,057 8,303,429

販売費及び一般管理費 6,541,264 6,178,361

営業利益 1,430,793 2,125,067

営業外収益

受取利息 7,655 4,945

信販取次手数料 15,848 27,325

雑収入 12,302 11,624

営業外収益合計 35,806 43,895

営業外費用

支払利息 1,210 342

投資事業組合運用損 2,325 －

雑損失 6,907 2,505

営業外費用合計 10,443 2,848

経常利益 1,456,156 2,166,114

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,727 －

関係会社株式売却益 19,743 －

特別利益合計 21,471 －

特別損失

災害による損失 － 7,084

固定資産除却損 6,385 1,184

賃貸借契約解約損 3,396 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 156,708 －

特別損失合計 166,490 8,269

税金等調整前四半期純利益 1,311,137 2,157,844

法人税、住民税及び事業税 568,346 913,803

法人税等調整額 △64,670 △852

法人税等合計 503,675 912,950

少数株主損益調整前四半期純利益 807,461 1,244,894

少数株主損失（△） △237 －

四半期純利益 807,699 1,244,894
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 807,461 1,244,894

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,241 224

その他の包括利益合計 △1,241 224

四半期包括利益 806,220 1,245,118

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 806,449 1,245,118

少数株主に係る四半期包括利益 △229 －
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

該当事項はありません。

　

【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結損益計算書関係)

  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)及び当第３四半期連結累計

期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)　

  当社の売上高は、通常の営業形態として上半期に比べ下半期の割合が大きいため、連結会計年度の上半期

の売上高と下半期の売上高との間に著しい相違があり、第３四半期連結累計期間と他の四半期連結累計期

間の業績に季節的変動があります。

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 85,025千円
　

　 82,453千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　
  １．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月23日
定時株主総会

普通株式 544,299 30平成22年３月31日 平成22年６月24日 利益剰余金

平成22年10月27日
取締役会

普通株式 217,156 12平成22年９月30日 平成22年12月６日 利益剰余金

　

  ２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会

計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　
１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月22日
定時株主総会

普通株式 439,373 30平成23年３月31日 平成23年６月23日 利益剰余金

平成23年10月26日
取締役会

普通株式 175,747 12平成23年９月30日 平成23年12月５日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

　当社は、平成23年10月26日開催の取締役会において、会社法第178条の規定に基づく自己株式の消却を行

うことを決議し、11月10日に実施いたしました。この結果、当第３四半期連結累計期間において、自己株式

が866,000千円、資本剰余金が２千円、利益剰余金が865,997千円それぞれ減少しております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

その他の事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 12,057,250367,79626,23412,451,281 ─ 12,451,281

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

─ 32,610 1,500 34,110△34,110 ─

計 12,057,250400,40627,73412,485,391△34,11012,451,281

セグメント利益
又は損失（△）

1,164,784285,934△13,2351,437,483△6,6901,430,793

(注) １  セグメント間取引消去によるものであります。　

２  セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２和装関連事業

金融サービス
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,424,078427,75112,851,830 ― 12,851,830

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

― 32,032 32,032 △32,032 ―

計 12,424,078459,78412,883,862△32,03212,851,830

セグメント利益 1,804,358328,1772,132,536△7,468 2,125,067

(注) １  セグメント間取引消去によるものであります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
なお、その他の事業を営む就職エージェント㈱の当社が所有する全株式を平成22年６月18日に売却したため、当

第３四半期連結累計期間においては、当セグメントの売上高及びセグメント利益はありません。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

  該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。　

　

(デリバティブ取引関係)

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

        該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
 至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額(円) 44.62 85.00

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 807,699 1,244,894

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 807,699 1,244,894

普通株式の期中平均株式数(株) 18,100,623 14,645,651

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第41期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年10月26日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

①配当金の総額                               175,747千円

②１株当たりの金額                                  12円

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日  平成23年12月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月１日

京都きもの友禅株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    湯    浅    信    好    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    有    川          勉    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京都
きもの友禅株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期
間(平成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成
23年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京都きもの友禅株式会社及び連結子会社の平
成23年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示
していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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